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歳入
市税 皆さんが納めた税金 121,001円

地方譲与税
・交付金

消費税の一部として交付されたお
金や自動車税環境性能割などから
分配されたお金など

50,165円

地方交付税
一定のサービス水準を確保するた
め、人口や税収などに応じて国か
ら配分されるお金

483,442円

分担金及び
負担金

保育料などの特定の利益を受ける
かたが負担されたお金

1,964円

使用料及び
手数料

施設の使用料や住民票の手数料な
ど

30,458円

国・道
支出金

市の事業に対し、国や道から交付
されたお金

222,053円

繰越金 前年度から繰り越されたお金 10,007円

市債 国や金融機関から借り入れたお金 133,637円

その他
諸収入

寄付金や財産収入など 83,538円

合計 1,136,265円

　市は、皆さんから納めていただいた市民税、固定資産税などの税金や国・北海道から受ける交付金

などを基に予算を組み立て、皆さんが安心して暮らすことのできる住みよいまちづくりに取り組んで

います。今月は、市の予算がどのように使われたのか、令和６年度の決算状況をお知らせします。

決算の状況をお知らせします令和
６年度

一般会計 福祉や教育など、市の基本的な事業の会計です。

市税
13億3,936万円
10.6％

地方交付税
53億5,122万円
42.5％

地方譲与税・
交付金
5億5,528万円
　  4.3％

分担金及び負担金
2,174万円
0.2％

使用料及び
手数料
3億3,714万円
2.7％

国・道支出金
24億5,790万円
19.6％繰越金

1億1,077万円
0.9％

市債
14億7,923万円
11.8％

その他諸収入
9億2,468万円
7.4％

議会費
7,722万円
0.6％

民生費
31億4,751万円
25.3％

労働費
763万円
0.1％

商工費
5億4,433万円
4.4％

消防費
4億6,905万円
3.8％

公債費
10億2,598万円
8.2％ 職員費

16億
5,833万円
　  13.3％

総務費
13億4,255万円
10.8％

衛生費
13億2,554万円
10.6％

農林費
4億5,292万円
3.6％

土木費
14億7,003万円
11.8％

教育費教育費
9億3,104万円9億3,104万円
7.5％7.5％

●歳入から歳出を引いた1億2,519万円を
　令和７年度に繰り越しました

●歳出合計／124億5,213万円
対前年度比５億4,845万円（4.6％）増

歳出
議会費 議会運営にかかる費用 6,976円

総務費
地域振興や庁舎管理、情報化推進など
の費用

121,289円

民生費
高齢者、障がい者、児童などの福祉
の費用

284,354円

衛生費 ごみ処理、保健衛生などの費用 119,752円

労働費
雇用や労働環境向上などに対する費
用

689円

農林費 農業振興や林業振興などの費用 40,918円

商工費 商工業振興や観光などの費用 49,176円

土木費 道路、河川、公園などの費用 132,806円

消防費 消防、救急活動の費用 42,375円

教育費 小中学校、生涯学習振興などの費用 84,112円

災害復旧費 災害が発生したときの復旧費用 0円

公債費
国や金融機関などから借り入れたお
金の返済費用

92,690円

職員費 市職員の給与や退職金 149,818円

合計 1,124,955円

◎市民１人あたりの歳入と歳出　　　※令和７年３月31日現在の人口（住民基本台帳）で割って算出（11,069人）

　歳入と歳出の差引額１億2,519万円から令和７年度への逓次繰越及び繰越明許費繰越金1,510万円と前年度の実質

収支額4,607万円を差引いた結果、6,402万円の黒字となりました。

●歳入合計／125億7,732万円
対前年度比５億6,287万円（4.7％）増
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　市が市民の皆さんに対して、さまざまなサービスを提供するために持っている土地や

建物、そのほかの財産は次のとおりです。　　　　　　　　　令和７年３月31日現在

会計区分 収支区分 収入 支出 収支差引額

病院事業会計
収益的収支 17億6,162万円 19億0,303万円 ▲1億4,141万円

資本的収支 9,199万円 1億3,616万円 ▲ 4,417万円

水道事業会計
収益的収支 4億0,176万円 4億0,267万円 ▲ 91万円

資本的収支 2億8,940万円 3億9,316万円 ▲ 1億0,376万円

下水道事業会計
収益的収支 5億9,453万円 5億4,659万円 4,794万円

資本的収支 4,433万円 2億7,857万円 ▲ 2億3,424万円

会計名 歳入 歳出 歳入歳出差引額

奨学資金 2,766万円 2,766万円 0万円

国民健康保険 16億0,100万円 15億8,875万円 1,225万円

介護保険事業 17億0,229万円 16億5,672万円 4,557万円

後期高齢者医療 2億9,466万円 2億9,458万円 8万円

合計 36億2,561万円 35億6,771万円 5,790万円

一般会計とは別に、独立して経理を行う会計です。

民間企業のように、利用料金などの収益で運営する会計です。

○土地・建物
区分 面積

土
地

公の施設 227万5,074㎡

山林 555万9,698㎡

その他 313万7,938㎡

計 1,097万2,710㎡

建物 22万1,593㎡

○有価証券・出資による権利
区分 金額

有価証券（株券） 4,206万円

出資金・出えん金 6,567万円

○北海道市町村備荒資金組合納付金
区分 金額

普通納付金 1億1,254万円

超過納付金 8億8,970万円

合計 10億0,224万円

○基金

区分 金額

一
般
会
計

財政調整基金 7億9,538万円

減債基金 3億8,004万円

地域・産業振興基金 2億4,362万円

公共施設等整備管理基金 471万円

教育・文化・スポーツ振興基金 2,770万円

森林環境整備基金 5,340万円

ふるさと応援基金 9,088万円

庁舎建設基金 5億5,581万円

学校基金 269万円

特
別
会
計

奨学基金 0万円

国民健康保険基金 1億0,403万円

介護保険基金 4億7,376万円

合計 27億3,202万円

区分
令和６年度末

現在高
令和６年度
元利償還金

一般会計 114億9,185万円 10億2,390万円

病院事業会計 3億7,835万円 8,8,437万円

水道事業会計 18億9,856万円 2億2,734万円

下水道事業会計 15億0,052万円 2億8,464万円

合計 152億6,928万円 16億2,025万円

　市債とは、市の借金のことです。一般、特別、企業会計の市債残高の合計は、

次のグラフのとおりです。
(億円)

156
163

160

市債残高の推移

153

３年度令和２年度

151

４年度 ５年度 ６年度

特別会計

企業会計

市の財産

市債
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　病院事業会計4.1％

  資金不足比率　…………………　公営企業会計の事業規模に対する赤字額 　他の会計は資金不足なし

　　毎年の事業収入に対して現金がどのくらい不足するのかを示した指標です。
　　家計簿に例えると、世帯主以外の家族一人一人の収入に対する赤字額の割合です。

●令和６年度決算に基づく健全化判断比率（単位：％）

区分
実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　率

将来負担
比　　率

公 表 数 値 ― ―
6.2
(5.7)

74.3
(65.4)

早期健全化
基 準

14.31
(14.34)

19.31
(19.34)

25.0
(25.0)

350.0
(350.0)

財 政 再 生
基 準

20.00
(20.00)

30.00
(30.00)

35.0
(35.0)

※１ 実質赤字比率または連結実質赤字比率がない場合は、「―」
　　 と記載しています。
※２ （　）内は令和５年度決算に基づく数値です。

　平成19年6月に公布された「地方公共団体の

財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に

より、毎年度、健全化判断比率と資金不足比率を

算定し、公表することが義務づけられています。

　令和６年度決算に基づいて算定した本市の健

全化判断比率は、財政再建に取り組まなければ

ならない基準（早期健全化基準）をいずれも下

回っています。

健全化判断比率と資金不足比率を公表します

令和６年度決算に基づく

１. 実質赤字比率　………………　標準的な収入に対する赤字額　　　　　　　　　　　　　　　赤字なし

　　一般会計等の赤字が標準的な収入に占める割合を示す指標です。
　　家計簿に例えると、世帯主の収入に対して赤字額が占める割合になります。

２. 連結実質赤字比率　…………　標準的な収入に対する各会計を連結した赤字額　　　　　　　赤字なし

　　全ての会計等の赤字が標準的な収入に占める割合を示す指標です。
　　家計簿に例えると、世帯主の収入の合計に対して家族全員の赤字額が占める割合になります。

３. 実質公債費比率　……………　標準的な収入に対する借金返済の負担割合　　　　　　　　　 健全

　　標準的な収入における地方債（国や銀行などからの借入金）の返済額などが占める割合を示した指標です。
　　家計簿に例えると、住宅ローンなどの返済額が収入に占める割合になります。

４. 将来負担比率　………………　標準的な収入に対する将来の実質的な債務などの負担割合　　 健全

　　標準的な収入における今後負担することになっている負債額などが占める割合を示した指標です。
　　家計簿に例えると、住宅ローンなどの残高が現在の収入に占める割合になります。

■都市計画事業等の総額
区分 金額 構成比

公園整備事業 402万円 1.3％

下水道事業 1,253万円 4.2％

地方債償還額（※） 2億8,482万円 94.5％

合計 3億0,137万円 100.0％

※街路、公園、下水道事業のために借り入れた地方債償還額

■都市計画事業等の財源内訳
財源 金額 構成比

都市計画税 5,236万円 17.4％

一般財源 2億3,306万円 77.3％

その他特定財源 1,595万円 5.3％

合計 3億0,137万円 100.0％

※その他特定財源とは、地方債、使用料等が含まれます。

　都市計画税は、街路、公園、下水道整備などの都市計画事業等の費用に充てるため課税される目的税で、都市計

画区域のうち、用途地域内に土地や家屋を所有しているかたに、その資産の価格に応じて納めていただく税金です。

　令和６年度の都市計画税（5,236万円）は、下記のとおり都市計画事業等（3億137万円）の財源として活用しました。

令和６年度都市計画税の使途状況をお知らせします

●令和６年度決算に基づく資金不足比率　　　　　（単位：％）

会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 4.1　（―） 20.0　（20.0）

水道事業会計 ―　（―） 20.0　（20.0）

下水道事業会計 ―　（―） 20.0　（20.0）

※1  資金不足比率がない場合は、「―」と記載しています。
※2  （　）内は令和５年度決算に基づく数値です。
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■令和６年度寄付件数・金額

区分 件数 金額

個人 11,902件 279,873,000円

企業・団体 18件 4,801,600円

合計 11,920件 284,674,600円

　市には毎年、個人、企業・団体から多大なるご厚意のもと、多

くの寄付金が寄せられています。この貴重な寄付金は、市のまち

づくりの大きな支えとして、有効に活用させていただいており、

改めて感謝申し上げます。今後とも、皆様と「ふるさと芦別」の

縁を大切に育んでまいりたいと考えておりますので、芦別の発展

に温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和６年度寄付金の状況を公表します

令和６年度主な事業の決算額
事業名 決算額 事業の成果の内容

情報通信基盤整備業務 2億0771万円 携帯電話不感地帯の解消のため、移動通信用鉄塔施設整備工事を実施しました。

社会福祉施設整備事業 1億円
社会福祉事業の健全運営及び地域福祉の向上のため、社会福祉法人芦別白光舎新工場
建設に伴う整備費用の一部を補助しました。

保健福祉施設管理運営業
務

5,566万円
公共施設の脱炭素化を推進するため、保健福祉施設の照明器具ＬＥＤ化工事を実施し
ました。

コミュニティセンター
管理運営業務

7,233万円
指定避難所としての機能向上及び避難者の生活環境の改善を図るため、コミュニティ
センターエアコン設置工事等を実施しました。

総合福祉センター管理運
営業務

8,218万円
公共施設の脱炭素化を推進するため、総合福祉センターの照明器具ＬＥＤ化工事等を
実施しました。

旧浄化センター除却事業 7,245万円
老朽化した旧浄化センターを除却するため、汚泥処理等清掃業務委託等を実施しまし
た。

道路維持管理業務 1億5,820万円
舗装の改良や段差の解消、高齢者や障がい者に配慮した歩車道の確保のため、芦別霊
園線ほか11路線の維持改良工事及び市道街路灯のＬＥＤ化等を実施しました。

市営住宅等管理業務 1億2,066万円
公営住宅等長寿命化計画に基づき、将来に向けた地区管理戸数の縮減化を図るため、
改良住宅青葉団地除却工事（10棟52戸）等を実施しました。

公営住宅建設事業 3億6,541万円
住宅環境の充実を図るため、ことぶき団地建替工事（1棟12戸）及びことぶき団地建
替工事監理業務委託等を実施しました。

小学校管理業務 1億3,904万円
熱中症対策及び快適な学習環境の確保のため、小学校エアコン設置工事等を実施しま
した。

中学校管理業務 6,432万円
熱中症対策及び快適な学習環境の確保のため、中学校エアコン設置工事等を実施しま
した。

市民会館・青年センタ一
管理運営業務

1億3,805万円
適切な施設の管理運営を図るため、市民会館大ホール舞台照明設備改修工事を実施し
ました。

○寄付金の活用状況

区分 活用事業

　令和６年度にお寄せいただいた寄付金

①図書館整備費寄付金 図書購入費

②その他寄付金 市立芦別病院医療機器購入費など

③ふるさと応援寄付金

健康と命を守る事業 総合運動公園維持管理費、公園管理費、生活習慣病予防対策事業など

子ども、子育て支援事業 子ども・子育て支援事業、子どもセンター管理運営費、学校給食事業など

活気あるまちづくり事業 商工業振興・育成事業、農業振興対策事業、移住・定住促進事業など

「星の降る里あしべつ」を応援する事業 道の駅等管理運営費、公園管理費、高等教育推進事業、母子保健事業など

ふるさと納税促進に関する事業 ふるさと納税感謝特典報償費、ふるさと納税ポータルサイト利用手数料など

令和６年度にお寄せいただいた寄付金のうち、1億8千454万3千円を上記事業に活用させていただいたほか、1億13万1千600円
を基金として積み立て、後年度の事業に有効活用させていただくこととしました。

　令和５年度までにお寄せいただいた寄付金

①地域・産業振興基金 高齢者福祉事務費、総合福祉センター管理運営費、公園管理運営費など

②教育・文化・スポーツ振興基金 百年記念館管理運営費、市民会館・青年センター管理運営費など

③ふるさと応援基金

健康と命を守る事業 感染症予防対策事業、生活習慣病予防対策事業など

子ども、子育て支援事業 子ども・子育て支援事業、小学校管理費、中学校管理費など

活気あるまちづくり事業 移住・定住促進事業、農業振興対策事業など

「星の降る里あしべつ」を応援する事業 観光振興推進事業、総合運動公園管理費、学校給食事業など

令和５年度までにお寄せいただいた寄付金のうち、各基金に積立てていた資金の一部、2億316万6千216円を令和６年度に実施
した上記事業のため活用させていただきました。


